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言語習得を超えた語学教育をめざして
―日豪学生による合同合宿を例に―
大橋裕子（RMIT 大学）、大橋純（メルボルン大学 ）
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はじめに
　近年の労働／経済市場のグローバル化に伴い、これまで以上に多くの人材が国境、文化を
越え多様な文化背景を持つ同僚、ビジネスパートナー、顧客との意思の疎通を余儀なくされ
ている。このような労働環境の変化に対応できる大卒者の育成が重要性を増している。例え
ば、豪州においても、グローバルなビジネスの実践の場で求められる人材の能力や資質を大
学教育課程の中で養うことが期待され始めている。日本においても同様の傾向が見られる。
これらの背後には企業で働き始める新卒者の能力や資質を問題視した産業界からの要請など
もあり、人材供給を担う大学という考え方が支持を得るとともに、両国において大学教育の
あり方を巡る議論が活発になっている。
１．グローバル化と大学教育の質的変化
　日本における大卒者育成目標は、従来までの「何を教えるか」を抽象的な記述によって示
すのではなく、「何ができるようになるか」という具体的な達成基準を示すようになり、そ
れが「学士力」として文部科学省の中央教育審議会答申で具体的に述べられている。1　ま
た「グローバル人材」という理想とされる人材が描かれ･、それを定義する形で、大学卒業
までに身につけるべき能力などが明らかにされている。特記すべき点として、語学力（特に
英語力）、コミュニケーション能力、異文化理解能力などに重点が置かれていることが挙げ
られる。
　オーストラリアにおいては、Graduate･Attributes（大卒者特性 ) という表現が用いられ、
各大学の学部学科のウェブサイトに頻繁に表れている。これは、豪州連邦政府が Graduate･
Attributes（以下 GAと記す）の明示を大学に義務付け、政府補助金の条件としたからであ
り (Barrie･2005)、･すべてのオーストラリアの大学のウェブサイトで各大学のGAが明示され
ている。日本のグローバル人材の場合と同じように異文化理解、コミュニケーション能力の
重要性も強調されている。
　このような文脈において、両国の大学が大卒者に求められる必要な能力として異文化理解、
コミュニケーション能力を挙げているわけだが、日本の場合、英語ができれば、グローバル
人材だと短絡的に考えられがちな風潮もある。2　これは、グローバル化が進む 21 世紀にお
1　「学士課程教育の構築に向けて」中央教育審議会答申の概要
平成21年1月20日　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/siryo/attach/1247211.htm
2　東洋経済ONLINE･「グローバル人材」を目指すあなたへ　小野雅裕　･http://toyokeizai.net/articles/-/14620
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いて、国際共通言語としての英語の役割が増大する中で、実践的語学力を持った人材が欠如
しているという実情にも起因している。2012 年にまとめられた『グローバル人材育成推進
会議･審議まとめ』には語学力・コミュニケーション能力や異文化体験の必要性が強調され
ている。
　　　･とりわけ、グローバル化が加速する 21 世紀の世界経済の中にあっては、豊かな語学力・
コミュニケーション能力や異文化体験を身につけ、国際的に活躍できる「グローバル
人材」を我が国で継続的に育てていかなければならない。
　　　　( グローバル人材育成戦略 2012:1)
　一方、オーストラリアにおいては、国際共通語である英語が第一言語であるため、日本の
ような切迫した事態ではないものの、･外国語，特に特定のアジア言語が奨励されている。そ
の一例として、2014 年に試験的に始まった新コロンボ計画は 3、各諸外国地域で豪州の国益遂
行のために即戦力となる人材を養成することを目標としている。特に豪州の場合、地理的に
アジア諸国と隣接しており、中国をはじめとするアジア諸国の経済活動に参画し、経済的恩
恵を享受するという戦略的な面が強調されている。例えば、2012 年に発表された「Australia･
in･the･Asia･Century･White･Paper」（アジアの世紀におけるオーストラリア）と題する白書
の前文に当時労働党政権の首相であったジュリア・ギラードは、アジアの世紀に豪州が繁栄
するには、経済的機会を戦略的に捕らえる必要があるとし、アジア諸国を国益遂行のための
重点地域として見定めるなど、経済効果重視の論を展開している。人的な交流を深めるとい
う社会的、文化的な利点についても述べてはいるが、アジアからの経済的利益の享受という
ことが特に強調されている。
　このように巨額の資金を投入しての経済的利潤追求のための人材養成が試みられている
が、両国において、語学力や、海外での実体験を身につけるというレベルからさらに掘り下
げた議論や思考が尽くされてはいない。
　本稿では、このような現状に鑑み、語学教育がどのように両国のこれからの大卒者育成に
役に立つか実例を基に示していき、新たな語学教育の役割を示唆することを目的とする。以
下２では、日豪両国において大卒者特性と職場で求められる能力の隔たりがどのように語学
力、コミュニケーション能力の必要性と関連しているかを簡単に述べ、３では、日本におい
て語学力、コミュニケーション能力の必要性がどのように認識されているか、４ではそれら
についてのオーストラリアでの状況をそれぞれ考察する。５で筆者が考える語学教育の新た
な価値を提示した上で、６で具体例として、日豪学生による合同合宿での活動を紹介する。
２. 大卒者特性と職場で求められる能力の隔たり
3　豪州連邦政府は2015年からの5年間で １億５千８百万ドルを投入し大学生を短期、長期（上限１年間）に渡り、海外の大学
のプログラムで言語を習得させ、専門科目を履修させたり、企業でのインタ ンーシップなどを通して豪州と諸外国との関係を
深める計画を打ち立てた。詳細は次を参照。New Colombo Plan  http://dfat.gov.au/people-to-people/new-colombo-
plan/2016-round/Pages/scholarship-program-guidelines-2016.aspx
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　経済産業省が 2010 年にまとめた産学人材育成パートナーシップ･グローバル人材育成委員
会による報告書によると、企業が必要としている人材の能力や資質を学生も大学も具体性を
持って理解していないとしている。
　　　･大学等教育機関、学生のいずれの主体も、グローバル化の進展により、人材に求めら
れる能力が変化しているという漠然とした意識は持ちながらも、具体的にどのような
能力をどのように養成する必要があるのか、といった具体的なアクションにつながる
情報は持ち得ていないと考えられる。（産学人材育成パートナーシップ･グローバル人
材育成委員会報告書 p.30）
　また報告書では、企業、大学、学生がグローバル化した社会で生き残るために共通の認識
に立つことが不可欠であるとしている。この時点では語学教育の必要性は前面に表れてはい
ないが、翌年のグローバル人材育成推進会議中間まとめでは、語学、コミュニケーション能
力が、一つの柱として浮上してくる。
　一方、オーストラリアの場合においても、企業等の雇用主の大卒者の資質や能力に対する
不満を反映して、大学はGAを教育課程に組み込むよう政府や企業団体から要請されている･
(Fraser･and･Thomas･2013:546-7)･。
　さらに2012年に豪州連邦政府が発表した「Australia･in･the･Asia･Century･White･Paper」（ア
ジアの世紀におけるオーストラリア）と題する白書（前述）は、オーストラリアがアジアと
の関係を強化し経済的メリットを享受するために、大学の果たす役割が大切だとした上で、
学生がアジア言語を学ぶ必要性を強調している。またグローバル化が進む社会で活躍するた
めの前提となる異文化間コミュニケーション能力が様々な大学のGAの一つに挙げられてい
る。この様に、日豪間に多くの共通点が見られる。以下それぞれの事情について更に詳しく
考察する。
３. 日本の大学教育で望まれる学生の資質 - グローバル人材
　経済産業省はその報告書の中で、グローバル人材を次のように定義している。
　　　･グローバル化が進展している世界の中で、主体的に物事を考え、多様なバックグラウ
ンドをもつ同僚、取引先、顧客等に自分の考えを分かりやすく伝え、文化的・歴史的
なバックグラウンドに由来する価値観や特性の差異を乗り越えて、相手の立場に立っ
て互いを理解し、更にはそうした差異からそれぞれの強みを引き出して活用し、相乗
効果を生み出して、新しい価値を生み出すことができる人材。（産学人材育成パート
ナーシップ･グローバル人材育成委員会報告書 2010･p.31)･
　ここでは、主体性、異文化間コミュニケーション能力、相手の視点で物事を理解する度量
と新しい価値を生み出す創造力がグローバル人材の資質として挙げられている。更に「社会
人基礎力」、「外国語でのコミュニケーション能力」、「異文化理解･•･活用力」の 3点が求め
られる能力として総括されており、「社会人基礎力」には「基礎学力」、「専門知識」( 仕事に
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必要な知識や資格等 )、「人間性、基本的な生活習慣」( 思いやり、公共心、倫理観、基本的
なマナー等 )　が挙げられている。また「『グローバル人材』の育成に効果的と考えられる大
学での教育プログラム」というセクションでは、以下のような７点が具体例として列挙され
ている。4
　　　1）･授業の一環として、産業界の経営幹部・実務者などからグローバル・ビジネスの
実態についての「生声」を聞かせることなどにより、学習意欲を高める。
　　　2）･語学科目を当該言語で教えることはもちろんのこと、専門科目を外国語で･履修さ
せるカリキュラムを構築し、専門的知識を外国語で活用できる力を向上させる。
　　　3）･十分な予習の時間を与える、参加型の学習手法やグループ活動を取り入れるなど、
「好奇心」を高める工夫を行う。その際に、産業界の協力を得て課題を提供しても
らう。
　　　4）･「異文化の差」について、その文化的・歴史的な背景を含めて知識として習得させる。
　　　5）･海外に身をおいて日本を見ることや、近現代史を含めた日本の文化・歴史を学ぶ
ことを通じて、日本という国や日本人が、海外の人々からどのように捉えられてい
るのか、客観的な視点で見直す契機を与える。
　　　6）･海外インターンシップや海外大学との交換留学プログラムなど、海外での体験を通
じて 4）5）などで学習した「異文化の差」を経験から実感させる機会を提供する。
　　　7）･ゼミや研究にあたって、外国人留学生などの多様なバックグラウンドを持つ学生
のチームを形成して課題解決に向けて協力・協働させ、新しい価値を生み出させ
ることにより、「異文化活用力」、「社会人基礎力」を育成する。（産学人材育成
パートナーシップ・グローバル人材育成委員会　報告書 2010･p.36）
　1)･と 3)･のみが産業界との関わりを強調しているが、それ以外は、すべて、外国語教育、
異文化理解や体験が強調されていることがわかる。これらの提言は、国益を睨んでのもので
あり、グローバル人材としてふさわしい大卒者は、日本の企業に就職し、日本の経済再建の
ために貢献することが期待されている。5　また日本でのグローバル人材育成のために語学
力、特に英語によるコミュニケーション能力にかなりの比重が置かれている。･2011 年 6 月
の「グローバル人材育成推進会議中間まとめ」においては、TOEFL•TOEIC の成績を大学
入試の際の評価材料に加えるよう換算方法などの検討を促している。
　このような･産業界が促す経済主導のグローバル人材の推進に疑問を呈する声もある。石
井･(2013)･はグローバル人材の育成は公教育の立場から見ると、一部のエリート教育に過ぎ
ないとし、大学の改革がグローバル人材育成を基本方針として進んだ場合、高校教育にも影
4　 翌2011年6月の「グローバル人材育成推進会議中間まとめ」では、グローバル人材に必要な資質として以下の3つの要素が挙
げられいるが、「社会人基礎力」という曖昧な表現が主体性や積極性などの望ましい資質に言い換えられている。
要素I:語学力・コミュニケーション能力
要素II:主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感
要素III:異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー
5　 オーストラリアの場合、個人が経験を積みながら、より条件の良い職（他・多国籍企業を含む）に移りながらキャリア・アップしてい
くことが一般的であるため、日本のように国家のための経済的即効性はそれほど期待されていないように思われる。
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響が及び、小中学校にも学力・教育格差が生まれてしまうと警笛を鳴らしている。6　生徒
や学生の人間的発達を目指すはずの教育が歪んでしまうという危惧である。またTOEFL•-
TOEIC などの外部の公的テストが大学入試の評価材料の対象となった場合、それらのテス
ト対策が高校中学の英語教育に影響を与えることは必至であろう。Kramsch･ (2006) は、こ
れまで語学教育が目指してきた、いわゆるコミュニカティブコンピタンス（言語運用能力）
だけでは 21 世紀に顕在化した宗教、イデオロギー、文化、歴史認識などの差異やずれ、そ
れらによる軋轢を解消することが出来ないとしている。つまり文法知識、語彙、表現を駆使し、
効果的かつ適切に意思の伝達が出来るだけでは、Kramsch が指摘するような問題を解決す
るに足りないというのだ。とすれば、グローバル人材には欠かせない英語力は、TOEFL や
TOEIC で求められている能力とは、質的に異なっていると言えるだろう。政府公文書など
に見られる政策や方針などに謳われる語学力やコミュニケーション能力は、言語運用能力に
留まっていると言わざるを得ない。
４.Graduate attribute： GA（大卒者特性）
　日本の場合、グローバル人材という理想像を様々に定義しながら、必要な能力について論
じるというアプローチであるが、オーストラリアにおいては、すでに、･一つ一つの望まれる
特性としての GAからスタートしている点が大きな違いである。既に･豪州の大学の様々な
学問分野において、具体的にどのGAを身につけなければいけないかを明示する試みが進ん
でいる。･GAとして頻繁に使われる文言として･Arkoudis and Baik (2014)･は以下のような
ものを挙げている。
　　　Awareness･of･knowledge･in･a･global･context･
　　　（グローバルな文脈において必要な知識の自覚）
　　　Ability･to･apply･international･perspectives･
　　　（国際的な視点を適用する能力）
　　　Willingness･to･contribute･to･the･international･community･
　　　（国際的なコミュニティへの積極的貢献）
　　　Demonstrate･cross-cultural･awareness･
　　　（文化の違いに対する自覚の表明）
　　　(Arkoudis･and･Baik･2014:57)
　このように global、international、cross-cultural 等がキーワードとなっており、グローバ
ル社会において国際的な視野での異文化理解と社会貢献が強調されていることがわかる。ま
6　文部科学省が2014年9月26日に スーパーグローバル大学、グローバル牽引型大学を選定し発表した。東大、京大をはじめ13校
がスーパーグローバル大学に選ばれ、東京外大、上智大学など24校がグローバル化けん引型大学に選ばれた。前者は2023
年までの10年間、毎年4億2千万円の補助金が支給され、後者は、毎年1億7千万円が支給される。スーパ グーローバル大学は
日本のトップ大学として世界ランキングで上位を目指すとともに、グローバル人材の育成をめざす。グローバル牽引型大学も同
様にグローバル人材の育成を担う。このような 大学の格付けなどを見ると、グローバル人材というのは特定のエリー ト育成なの
かという懸念もある。
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た Chanock･ (2004) は GAがオーストラリアにおいてどのように大学教育に組み込まれてい
るかについて、一般的な 4つのパターンを挙げている。
　　　１）･カリキュラムにおいてGAに関連する箇所を特定し発展させ、GAが盛り込まれ
ていない箇所をGAに関連づけるようにする
　　　２）学生の入学時と卒業時に心理測定テストを行いGAに到達したかをみる　
　　　３）･GAを身につけさせるために、新たな教科を作る
　　　４）既存のカリキュラムにGA関連事項を盛り込む
･ ･ ･ ･ ･ (Chanock･2004:2)　･[ 筆者による日本語訳 ]
　Chanock によると２）の場合において各教科のカリキュラムに変更の必要性はないが、
もし広く導入されれば、心理測定テストのためのカリキュラム作りが蔓延する危惧があると
している。Chanock は現在のところ、１）が主流であるとしており、多くの場合、大学上
層部の主導であり、トップダウンの意思決定であるという。筆者らが所属する大学も例外で
はない。
　例えば、豪州のある大学のウェブサイトによると、大学レベルでのGAが以下のように３
つの項目に分けられており、また学部／学科ごとにGAがさらに詳しく明記されている。7
　　　　卓越した専門知識･　(Academic･distinction)･
　　　･学問分野を超越した視点、批判的、創造的視点を持ち、様々な状況の複雑な問題に知
識、情報、研究のスキルを応用でき、話すこと、書くことを通しての意思伝達にすぐ
れている。( 以下略 )
　　　　積極的市民　(Active･citizen)
　　　･アジア地域、事情を正しく理解し、人権、包括的（排他的でない）社会、倫理観、環
境を尊重する。多様な言語文化背景の人と恊働できる。特に、先住民の知識、文化、
価値観を理解し、深く尊敬する。リーダーとしての資質を持ち、様々な学問分野や文
化の枠組みを越え、権利擁護の主張や新しい発想をもって、持続可能な未来の実現の
ために変革をもたらす。
　　　　自己、職務に対する誠実さ　(Integrity･and･self-awarness)
　　　･やる気があって、自らの知識に自信があるが、柔軟性、適応性もあり、自らの限界も
心得ている。人に対して思いやりがあり、自らの幸福感も大切にする。
　通常、この様な文言を各教科の担当者が教科の到達目標などに組み入れていくという作業
をする。著者の所属する大学の場合、大学の専門委員会がデザインした･GAに基づく主要
7　Melbourne･graduates.･･http://learningandteaching.unimelb.edu.au/curriculum/graduates
2015.3.13 参照　　著者による日本語訳
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な特性が表として示され、各教科の担当者がそれらがどのようにカリキュラムに取り入れら
れているかを見極め、まだ取り入れられていない特性をどのように組み込むかという作業や
議論を通して GAが各教科のカリキュラムに反映されていくという仕組みである。しかし
ながら、各専門分野の教科において、GAがどのような意味を持つのかを明確にすることは
困難であり（Hammer,･Star･and･Green･2009）、見解の不一致はむしろ一般的である (Barrie･
2005)･。
　専門知識に関しては、各学部、教科において然るべき専門性の高い能力が要求されるが、
これからさらにグローバル化が進むであろう２１世紀においては、Kramsch･ (2006) も主張
しているように、上記の積極的市民にあるような資質や、人に対する思いやりの気持ちと自
らの幸福感なども専門分野に望まれる知識や能力と共に重要な資質となるのではないだろう
か。
　以上、日本の大学教育が目指す大卒者特性のモデルであるグローバル人材とその豪州版と
も言える GA･の動向を概観した。双方において語学力、コミュニケーション能力の必要性
が強調されているものの、具体的にグローバル社会において求められる語学力やコミュニ
ケーション能力とは何か、またそれらを生かして、何を達成するのかというような議論が欠
如している。21 世紀の社会が直面しているような異文化間の問題や様々な格差社会の問題
を、従来の言語習得やコミュニカティブコンピタンスをめざす語学教育では解決はできない。
ならば、これまでの語学教育の枠を超え、文化の差異や社会的格差が顕在化するグローバル
化社会の様々な場面で相手の立場に立って考え、問題解決ができる人材を育成できるような
語学教育の在り方を考える必要がある。つまり、どのように問題を解決していくかという実
体験の中で、語学を身につけていくというアプローチが必要になってくるのではないだろう
か。
　次に大学における語学教育の新たな価値と、日豪大学間の共通利益に根ざした具体的学習
活動を例に、グローバル人材やGAに共通して謳われている異文化理解や、多様な文化背景
を持つ人々のコミュニティーに貢献できる資質がどのように語学教育を通じて育てられるの
かについて実践場面の例を提示しながら考えていく。
５. 語学教育の新たな価値
　近年日豪両国において、語学教育の大切さが強調されているが、･既に述べたように効果的
かつ適切に意思の伝達が出来るという能力だけでは 21 世紀のグローバル社会が直面する問
題を解決することはできない。大橋 •大橋･(2011:10) でも論じているが、「外国語で意思の疎
通をはかる場合、母国語と外国語の狭間で、自分と相手の常識的社会文化習慣の差異を常に
意識しなくてはならない」。そのような外国語習得のプロセスで培った新たな習慣は、能力
となる。その「相手の視点で考える能力は、異文化や、異なった価値感を許容する力となり、
さらなる自己開発の原動力となる」。従来の語学教育が目指してきた、文法、語彙の習得や
言語運用能力に留まるのではなく、異文化間コミュニケーションを通して、学習者の自己開
発や自己実現を目指す語学教育の新たな役割を認識することが大切になってくる。今日の日
本や豪州などの教育現場の前提として挙げられている「異文化間コミュニケーション」や「グ
ローバル化」、また、Arkoudis･et.･al･(2012:7)･が指摘するように「国際化」などの文言の定義
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は依然として曖昧である。外国語を学べば、または、海外に行けば異文化間コミュニケーショ
ン能力が身につくと短絡的に考えられがちである。Baik･(2013)･は、モビリティというより（つ
まり、外国に行ったことがあるということより）、その経験から得られた内面的な成長や学
びこそが大学教育における国際化であると主張している。言い換えれば、相手の視点で考え
る能力や異なった価値観を許容する力を身につけながら自己実現をしていくことこそが大学
教育に求められているのではないだろうか。次に、ある豪州の大学が行っている、日本の提
携大学との合同合宿を例に、具体的な活動の中でどのような学びや内面的成長が期待できる
かを見ていくことにする。
　
６. 日豪大学合同合宿の例
　ここでは、豪州の大学A･と日本の大学 Bの合同合宿を例に挙げる。A大学では、‘Global･
in･outlook･&･competence,･culturally･&･socially･aware’（グローバルな視野と能力、文化
的社会的な認識）を GA の表題として掲げている。A 大学日本語･(Diploma･of･Language-
Japanese) のフルタイムのコースでは、オーストラリアにいながら、教室内外に日本語母語
話者と交流する機会を頻繁に与えてきている。以下の 4つの活動はその例である。
　　　１）･近隣の英語学校に通っている日本人学生をクラスに招き、教室内で学習した事を
応用するビジターセッション（3~4 週間間隔）
　　　２）日本の提携大学であるB大学とムードルを使ったオンライン交流（前期6~7週間）
　　　３）A大学の学生がB大学で行われる日本語語学研修に参加（12 日間）
　　　４）･メルボルン郊外の海辺の観光地、クイーンズクリフで行われるA大学と B大学
の合同合宿（一年に一度 2泊３日）
　このような伝統的なクラスの枠組を超えた取り組みは近年注目されており、学生独自の教
室外言語学習活動を促すものでもある（Benson･2011）が、上記のアクティビティは言語学
習活動のなかで、単なる文化交流に留まらず、内面的な成長や学びを目標とするものでもあ
る。ここでは、紙面の関係上４）の合同合宿のみを例に挙げることにする。
６. １　合同合宿
　年に一度、B大学の学生がA大学での 3週間の英語の語学研修に参加している。以前は、
A大学で日本語を学ぶ学生と B大学の学生の接点は、A大学においての B大学学生による
１時間の日本語授業見学に限られていた。2009 年に 1 泊 2 日の合同合宿がトライアルとし
て行われ、以後改善を加えながら、相互の教育的メリットを考慮し、日豪混合学生主導型の
共同作業やタスクを盛り込んだ2泊3日の合同合宿という形になった。以下紹介する事例は、
2012 年の合同合宿で、A大学の集中日本語クラスの学生 18 人（週 17 時間、14 週間日本語
を学んだ学習者）とB大学の英語を義務教育として中学・高校を通じて学んでいる 15 人の
英語研修旅行中の学生である。以下が合宿前に学生に配られた合宿の目的や概要について書
かれたプリントの要旨である。これは、両大学の学生を対象に書かれているため、日本語の
訳が付してある。「日本語 [英語 ]」の表記は、日本のB大学の学生には、[英語 ]が当てはまる。
上記学生の他に教員 4人が参加している。
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Language･Aim:･（日本語 [ 英語 ] の到達目標）
　　　⃝ ･To･have･ a･ firsthand･ experience･ of･ a･ Japanese-speaking/English-speaking･
environment,･and･be･exposed･to･and･ immersed･ in･Japanese/Australian･culture･
and･language.･
　　　　･（実際に日本語 [ 英語 ] が使われる環境で日本語 [ 英語 ] と日本 [ オーストラリア ] 文
化に浸る）
　　　⃝  To･have･opportunities･to･observe･how･English･[Japanese]･is･being･used/learned･
by･non-native･speakers,･so･that･you･can･relate･this･to･your･own･Japanese･[English]･
language･learning･experience.
　　　　･（実際に英語 [ 日本語 ] 学習者がどのように英語 [ 日本語 ] を学び、使っているかを
観察し、自分の日本語 [ 英語 ] 学習に関係付ける）
　　　⃝  To･experience･“code-switching”･between･English･and･Japanese.
　　　　･（実際にコードスイッチング･[ 英語から日本語にあるいは日本語から英語に使用言
語を変えること ] がどのように行われるか体験する）　
　　　⃝ ･Through･these･experiences,･to･reflect･and･look･at･language･use･from･a･different･
perspective.･
　　　　（これらの経験から自分の言葉の使い方を他者の観点から見てみる）
Broader･Goals:･（広義の目標）　
　　　⃝ ･To･take･and/or･share･responsibility･for･all･aspects･of･the･camp,･from･planning･to･
completion･with･your･fellow･students･from･A 大学 ,･B 大学 and･teachers.
　　　　･（キャンプのすべてのことに関する責任を準備段階から最後まで分かち合う）
　　　⃝ ･To･develop･life･skills･through･active･involvement･with･the･organizational･process･
and･responsibility･sharing.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　･（キャンプの企画実行、責任の分担などに積極的に関わることで実践的スキルを身
に付ける）
　　　⃝ ･Make･this･valuable･experience･both･worthwhile･and･fun.･　　　　　　　　　
　　　　（実り多く楽しい経験にする）
Targeted･skills　（目標スキル）
　　　⃝ ･Linguistic･skills:･Communication･strategies,･appropriate･use･of･the･language.･　
　　　　（言語スキル：コミュニケーションストラテジー、適切な言語使用）
　　　　　Provide･and･seek･information,･explanations,･instructions･and･advice.
　　　　　（情報、説明、指示、アドバイスを求めたり、与えたりする）
　　　　　Participate･in･a･casual･conversation.･
　　　　　（カジュアルな会話に参加する）
　　　　　Negotiate･solutions･for･potential･problems.･
　　　　　( 問題になりそうなやり取りをうまく乗り切る )
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　　　　　Complete･necessary･documents.（書類に必要事項を書き込む）
　　　⃝ ･Life･skills:･Leadership,･organization,･cooperation,･safety･and･well-being.
　　　　（実践的スキル：リーダーシップ、企画実行、協力、安全と心身の健康管理）　　
Camp･Responsibilities:･（合同合宿での責任）
　　　⃝ ･Understand･what･is･going･on.（何が起こっているのかを理解する）
　　　⃝ ･Understand･what･is･spoken/heard.（話された／聞いたことを理解する）
　　　⃝ ･Manage･time.（時間の管理）･
　　　⃝ ･Manage･self.（自己管理）
　　　⃝ ･Find･your･role/job･to･improve･situations･you･are･in.･　　　
　　　　（状況改善のために何ができるか、率先して自分の仕事や役割を探す）
　　　⃝ ･Manage･activities･in･limited･time.（限られた時間内で所定の活動を終わらせる）･
　　　⃝ ･Be･prepared･for･the･unexpected.　（想定外に備える）
　　　⃝ ･Participate･actively.･･Have･a･go･and･get･out･of･your･comfort･zone.　　
　　　　（積極的に参加する　まずやってみる、自分の殻をやぶる）
　この説明と話し合いを通して、学生達に、日本語／英語の上達を目標とした合宿ではなく、
様々なタスクを通して共に協力し、責任を果たしながら実践的なスキルを身につけるための
合宿だという意識を持たせるようにする。ここで大切なことは、このキャンプの目的を自分
の言語運用能力を高めることだけに留めず、自ら率先し、仕事を探し、責任をもってグルー
プ活動や様々な問題解決場面に貢献するということを全員が理解することである。またこの
活動を通して、相手の立場に立って（日本語母国語話者は日本語学習者の立場で考え、英語
母国語話者は英語学習者の立場で考えるなど）協力し合い、様々な活動を通して、問題を解
決しながら、一人一人が人間として成長することの大切さを強調する必要がある。これらの
点を教員側が学生達に明確に説明することが大切であり、実際に行動で示した学生を褒めた
りなどし、フィードバックを与えながら学生らの活動をサポートしていくことも大切である。
６. ２　準備  
　合宿の前にA大学と B大学の学生が２回ミーティングを行い、合宿の内容について話し
合う。･教員もミーティングに立ち合い、必要に応じてアドバイスをする。初めに教員が英
語でプリントされた上記の内容を説明し、合宿の目的、趣旨を明らかにする。続いて日本語
で学生同士の話し合いとなり、合宿中すべきこと、係分担、各活動ごとのリーダー、その準
備内容について決定する。その他、時間割、食材の調達、料理の係分担などについても話し
合う。
６. ３　活動
　学生達は合宿中、準備期間に作成されたプログラムに沿って行動する。表１の合同合宿
スケジュールは合宿前の準備期間中に両校の学生達が作成し、教員が調整したものである。
例えば、8 月 30 日の朝 8 時からラジオ体操があり、ゆうか、ゆきお、Anna（いずれも仮
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名）が責任者となって、ラジオ体操をリードすることになっている。事前にラジオ体操の
YouTube リンクを学生全員に知らせていたが、責任者の３人は、合宿前に集まり･YouTube
を見ながらラジオ体操を練習し、当日は、前に出て、皆をリードしていた。また、アクティ
ビティーとだけ記されているところは、右にある担当者が、当日の割当時間までに準備をし
ておくことになっている。アクティビティーの条件は、お互いの文化理解や言語学習の役に
立つことであれば、何をしてもよいということにし、学生の自主性と創造性に期待した。以
下活動の実践例とその効果について簡単に述べる。
　参加者は活動の内容、時間割、責任分担に沿って行動するわけだが、予定通りに事が運ば
ないことも多く困難な局面にぶつかることもある。この点については、教員側は既に予測し
ており、毎年多くの学びが期待できるところでもある。夕食時のマスターシェフは、日豪混
合の 4･～･5 人からなる 6チームが、1日目は日本食を 2日目は洋食を作り、教師の審査委員
4人がそれらを評価する。1日目はガスコンロが故障し、野外のバーベキューで料理するこ
とになった。そのため食事をするのが 9時過ぎになってしまった。このような想定外の時に
こそチームワークが要求され、限られた器具、限られたスペースで学生達は、なり振り構わ
ず言葉の壁を乗り越えながら意思の疎通を図っていた。両大学の学生にとって、それぞれ日
本語、英語は初級レベルであり、身振り手振り、顔の表情などあらゆる身体表現を総動員し
ていた。使用言語については、教員がベルで合図をし、言語をスイッチさせた。例えば、日
本語で活動を始めた場合、少し静かになったところで、ベルを鳴らし、英語にスイッチさせ、
またしばらくして、日本語にスイッチさせるというようにした。このように第二言語学習者
と母語話者の立場を何度もスイッチさせることで、母語話者側になった学生は自由に話せな
い学習者側の立場に立って、相手が理解できるような表現で話せるようになる。同時に、学
習者側になった場合には、恥ずかしがらずに、母語話者側に話しかけられるようになる。こ
の様にして、思いやりの気持ちや信頼関係が自然にできて行く。
表１: 合同合宿スケジュール 8
8　表内の名前は、仮名、またアクティビティは計画・実施共に学生が主導。
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６. ４　内観　   
　キャンプの最後の活動として、反省会をもうけ、学生に内観の機会を与えた。学生に無記
名で以下の項目についてアンケートに答えてもらい、アンケートの提出は個人の自由とし
た。9･アンケートの質問は以下の通りである。
　　　1)･Three･best･aspects･of･the･camp.
　　　　（キャンプで良かった点を三つ挙げなさい。）
　　　2)･･Three･challenges･you･experienced･in･the･camp･and･what･did･you･do･to･overcome･
the･challenge.
　　　　（キャンプ中大変だったことを三つ挙げ、どのようにそれを乗り越えたか書きなさい。）
　　　3)･Things･learnt･from･attending･the･camp･in･terms･of･personal･development?
　　　　（キャンプに参加して自分がどう成長したと思うか。）
　
　1）と 2）の質問について様々な回答があったが、具体的な活動についての叙述が主であっ
たため、ここでは、3）を中心に、学生の感想を見てみる。アンケートに答えた 16 名の内、
2名の学生が 3）を空欄のまま提出しているが、10･それ以外の学生は自分の成長を自覚してい
た。以下代表的な例を挙げる。
　　　･“I’m･also･grateful･I･was･given･an･opportunity･to･discover･within･myself･qualities･I･
was･not･aware･I･had･or･was･capable･of.”　
　　　･（このような機会を与えられ、これまで気がつかなかった自分の資質や能力を発見で
きたこともありがたい。）
　　　･“I’ve･learnt･many･valuable･skills･in･communication,･leadership･and･teamwork.”
　　　･（コミュニケーション、リーダーシップ、ティームワークなどのたくさんの貴重なス
キルを学んだ。）
　　　･“Immersing･myself･ in･leader-based･activities,･especially･in･a･cross-cultural･context,･
enabled･me･to･gain･confidence･as･well･as･insight･into･the･qualities･a･leader･should･
possess.”･
　　　･（特に異文化環境でリーダー主導の様々な活動に身を浸し、自信を持つことができ、
またリーダーとしてどのような資質が必要か考えさせられた。）
　このように語学の習得以上の収穫を学生が実感している。異文化環境におけるリーダー
シップ、ティームワーク、コミュニケーション能力は、まさに、大卒者特性に欠く事ができ
ないものであるが、また、後述のように、学生達は自分達の日本語についても自信がもてる
ようになったようである。
9　 参加者18人にアンケ トーを配布し、そのうち16人が回答。 B大学の学生は英語研修のプログラムに戻らなくてはならず、残念な
がら書面でのアンケ トー調査はできなかった。
10　 この2人の学生については、無記名式のアンケ トーであるので、追跡調査はできなかった。
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　　　･“I･learnt･that･both･Japanese･and･Australian･groups･were･struggling･together･at･the･
camp.･Therefore･I･did･not･have･to･be･self-conscious･about･my･mistakes.･I･became･
more･confident･after･the･camp.”･･
　　　･（日本人のグループもオーストラリ人のグループもかなり、苦労していたから、自分
の日本語の間違いをあまり気にしなくてすんだ。合宿の後、もっと自信が持てるよう
になった。）
　　　“I･became･confident･in･trying･to･say･things･in･both･English･and･Japanese.”･
　　　（英語でも日本語でも、自信を持って話せるようになった。）
　　　“I･have･the･motivation･and･now･the･confidence･to･study･even･harder.”･
　　　（今はやる気があるし、もっと勉強する自信がある。）
　また日本語に自信を持つと同時に、学生のこれからの生き方、自分が想像する自分像に自
信を持ち、人間として成長したと考える学生もいる。
　　　･“During･ the･ immersion･ camp･ I･ faced･many･ challenges･ including･ overcoming･
language･barriers･ and･ resolving/avoiding･ conflict.･The･ time･ I･ spent･with･ the･
students･was･an･amazing･experience･and･I’ve･definitely･changed･as･a･person･ (for･
the･better).”　
　　　･（キャンプ中、言葉の壁を乗り越えたり、衝突を解決したり避けたりなど、多くの困
難があった。他の学生と過ごした時間はすごい経験で、私は人間として変わった（･
いい方向に）。）
　　　･“I･have･gained･more･confidence･within･myself･and･the･language･that･I･am･learning･
and･ I･have･come･out･ of･my･shell･ a･bit･more,･daring･ to･do･more･ things･ that･ I･
wouldn’t･normally･do.･Since･I･am･a･very･shy･person,･the･camp･has･helped･a･lot.”
　　　･（もっと自分や日本語に自信が持てるようになった。そして少し自分の殻から出て、
普段絶対しないようなこともできるようになった。本当に恥ずかしがり屋だから、そ
ういう意味でも、キャンプは助けになった。）
　実際アンケートに答えた半数以上の学生が、合同合宿から得られた成果として confidence
（自信）という言葉を使っている。･また confidence という語彙を使わないまでも、似たよ
うな意味の回答、例えば、「…･now･I･know･I･can･face･new･challenges.」（これからは、新た
な困難に向き合って行ける）などを含めると12人中9名に上る。学生に自信をつけることが、
合宿の主目的ではなかったが、多くの学生が自信を得ることで、学生の日本語学習へのさら
なる動機付けとなった。
　アンケートの回答と学生達の活動を観察した結果、主な教育的効果として、次の 4つの点
が指摘される。
　　　１）･相手の情報に関心をもつ、また詳細を導きだしたり、内容を発展させたりするた
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めに質問をするなど、目標言語にとどまらない総合的なコミュニケーションスキ
ルを対話を通して学んでいた。
　　　　　･　さらに説明を加えると、各人が何らかの活動において、必ずリーダーになって
いるため、リーダの役割の大変さを学生達はよく理解している。説明が足りない
リーダーに、単に質問を浴びせるのではなく、リーダーから大切な情報を引き出
しながら、皆が確認し合っていた。あいづちが多用され情報を共有するためのス
キルが身に付いた。
　　　２）･学生同士がお互いに empathy（共感、思いやり）をもち、共同活動を通して学
習者同士の Community･of･Practice（実践コミュニティ）を自らの力で、形成、
発展させていた。
　　　　　･　６. ３でも触れたが、使用言語が、度々スイッチされる環境の中では、学習者、
母語話者の立場も一定でなくスイッチされる。ほとんどの場合一方が必ず学習
者、もう一方が母国語話者であるという設定の中では、自然にお互いを思いやり、
両方向からの働きかけが活発になることが分かった。それぞれの活動を責任を分
担しながら成功させる過程で、自然に円滑なコミュニケーションを実践していた。
　　　３）学習者の目標言語でのコミュニケーション能力と自信の向上につながった。
　　　　　･　特に、初日と二日目を比べた場合、会話の継続時間が格段に長くなった。言い
たい言葉が見つからないという理由で、諦めてしまわずに、ジェスチャーやコ
ミュニケーションストラテジーなどを駆使して会話を続け、意思の疎通ができる
ようになった。またそれが、自信となり積極的に相手に話しかけられるようになっ
た。
　　　４）･コミュニティの社会的一員としての生活技能、すなわちライフスキルの向上にも
大きく貢献した。
　　　　　･　グループ活動では、自分の期待と他の学生の期待が一致しない事も多く、それ
が時間の制約や言葉の壁と合わさりフラストレーションを露にする学生も出てく
る。しかしながら、このように様々な困難な状況に直面し、言語の壁を乗り越え、
学生達は自分の責任を遂行する中で自信を付け、自らのライフスキルの向上を自
覚していった。
　このような共同作業から生まれる様々な学びは教師の期待を大きく上回るもので、キャン
プ後の学生間の関係を深め、それぞれの目標言語に対する学習意欲を高めた。異文化間コ
ミュニケーションは、多くの場合母語話者･-･非母語話者間、或は非母語話者同士の対話であ
るので、母語話者側が、思いやりをもち、円滑なコミュニケーションに貢献しなくてはなら
ない。このような相手を思いやる眼差しや責任感を異文化間の共同作業を通して学生達は自
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然に身につけていった。11 大学教育という文脈で、このような合同合宿という設定は、非日
常的なものである。しかし、結果だけではなく、過程を重視した学生主導の活動に様々な教
育的な仕掛けを施すことにより、内面的な成長や学びを促すことができるはずである。
おわりに　
　本稿では、文法、語彙の習得と効果的なコミュニケーション能力のみを目指す語学教育を
見直しながら、新たな語学教育のあり方を提示した。それは、21 世紀が抱える問題を国境
や言葉の壁を乗り越えて、問題解決に向けて対話ができる人材を育成するための語学教育で
ある。両国の学生がそれぞれの責任を分担し、お互い助け合いながら信頼関係を築いていく
プロセスは日豪共同の 21 世紀に必要な人材づくりの一つのモデルとなるのではないだろう
か。その要求される ‘ グローバルな ’ 人材は、それぞれの国家が自国の国益遂行を目指す競
争の原理の中では育たない。国家間の枠組みを超えた共同プログラムの中で、･基本的人権の
尊重、世界経済の安定、平和構築、環境保護など人類共通の価値を共に追求するなかで、は
じめて 21 世紀の問題を解決し得る人材が生まれるのではないだろうか。このようなテーマ
を中心としたカリキュラム作りも今後の課題である。
　また、･語学教育が学生の内面的成長を促すプロセスを提供する可能性についても示唆し
た。これは語学教育の果たし得る役割として広く認識されるべきである。共同タスクに様々
な教育的工夫を凝らすことで、学生らに内在する価値観や個々の視点を露にし、その中で起
こる共鳴や不協和から、各々の学生が内観し、学びへと繋げるプロセスを提供できるにちが
いない。このプロセスの中に、学生らが新たな自己を築いていく可能性がある。しかし学生
の学びや、内的な成長を語学教育の中で評価するのか、評価するとすれば、･どのような基準
を設定するのか、などの議論も尽くさねばならない。また、学びや内的成長が学生らの使う
言葉にどう表れてくるのか、･異なった価値観が許容でき、さらには、相手の視点で考えられ
るということが、どのような言葉の変化によってわかるのかなど、さらに研究を進めて具体
的に示していく必要がある。本稿では、21 世紀の人材育成としての語学教育の新たな役割
と方向性を示すだけに留めることとしたい。
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Aiming for language education beyond language acquisition:
Japanese and English language immersion camp in Australia
Hiroko OHASHI (RMIT University), Jun OHASHI (University of Melbourne)
【Keywords】 Graduate attributes, globally competent human resources, immersion 
　　　　  camp, group tasks, new roles of second/foreign language education
　　　The paper illuminates similarities between what Australian universities wish to see in the 
attributes of university graduates and those of Japanese counterparts. The term, graduate attributes 
is used in Australia and guroubaru jinzai (globally competent human resources) is used in Japan. 
Both ideas came from dissatisfaction amongst business communities identifying the gap between 
what university graduates are generally capable of and the skills and abilities required in the rapidly 
globalizing workplace. The common features of the 21st century-ideal-university-graduates required 
in Japan and Australia include global perspectives, cross-cultural communication skills and ability to 
work with people from diverse cultural backgrounds.  The authors argue that second/foreign language 
learning process provides students with such attributes if the process adequately demands the students 
to work collaboratively in cross-cultural contexts.  The paper illustrates a practical example of a 
language and culture immersion camp where both Japanese and Australian students, whose target 
languages are English and Japanese respectively, work together in organizing activities.  The students’ 
feedback reveals that they positively evaluate not only their growing confidence in their target 
language but also their improved skills in leadership, teamwork and conflict resolution and avoidance.  
